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 第 4章では、ステンレス鋼の腐食に与える硝酸溶液中での Crイオンの酸化還元挙動に関して、高レベル廃液
環境を想定したガンマ線の影響に着目し検討を行った。Cr(VI)を含む硝酸溶液中に線量率5 kGy h-1でガンマ線を
照射したところ、Cr(VI)からCr(III)への還元反応が促進されることが確認された。また、このCrイオンの還元
反応は、硝酸濃度が高いほど反応速度が大きくなることが確認された。さらに、同一線量率で硝酸溶液中での亜
硝酸イオンの生成速度を調査した結果、硝酸濃度が高いほど亜硝酸イオンの生成速度が大きくなった。一方、実
験結果からCrイオンの還元反応に係るCr(III)の生成G値と亜硝酸イオンの生成G値を評価した結果、亜硝酸
イオンの生成G値は硝酸濃度の増加に伴い大きくなるが、Cr(III)の生成G値は硝酸濃度が3 Mを超えると低下
する傾向が確認された。この要因として、硝酸濃度の増加に伴い存在量が大きくなる非解離硝酸分子等の放射線
分解生成物により、Cr(III)からCr(VI)への再酸化反応等が生じている可能性が考えられた。さらに、各種硝酸塩
を添加した硝酸溶液中においては、ガンマ線照射によるCr(VI)の還元反応が単味硝酸溶液中よりも促進される傾
向が確認された。この要因としては、硝酸塩の添加により溶液中の硝酸イオン濃度が増加するため、硝酸イオン
の放射線分解生成物としての亜硝酸の生成量が増加し、Crイオンの還元反応を促進するものと考えられた。 
 
第5章では、再処理施設において特に厳しい腐食環境が想定される高レベル廃液濃縮缶、酸回収蒸発缶を対象
にしたステンレス鋼の腐食速度予測式の作成を試みた。また、作成した腐食速度予測式の実機への適用性を検証
するために、模擬高レベル濃縮廃液を用いたステンレス鋼の浸漬試験を行い、試験結果と腐食速度予測式の計算
値との比較および考察を行った。腐食速度予測式は、単味硝酸溶液中での304系極低炭素ステンレス鋼の腐食速
度を基準とし、硝酸溶液中に含まれる腐食加速性の高酸化性イオンによる腐食速度増倍率を線形和の形で表す「重
回帰分析法」を採用した。また、腐食速度予測式で考慮する高酸化性イオンは、再処理施設の高レベル廃液濃縮
缶、酸回収蒸発缶に含まれる Ru、Np、Fe、Cr とした。腐食速度予測式によるステンレス鋼の腐食進展のシミ
ュレーションは、模擬高レベル濃縮廃液を用いたステンレス鋼の浸漬試験結果と良い一致を示すことが確認され、
実機への適用可能性が高いものと考えられた。 
 
以上の研究結果は、再処理施設におけるステンレス鋼の腐食現象に関して、特に溶液化学的見地から新たな知
見を含んでいるものである。よって、更なる検討を要する点はあるものの、本研究で得られた知見は、再処理施
設における機器材料の余寿命管理の精度向上に大きく寄与できるものと考えられる。 
